






　未熟網膜症の発生防止は,新生児未熟児を取扱う医師にとって緊急の要務で

ある。ところが本症の中には,通常の臨床経過と違って急激に増悪し,急性期の

進展の状態を把握することが困難となり,失明に到ることがある点が最近指摘

されてきた。

　その原因については,①極小低出生体重児に多い,②呼吸器障害があって高濃

度の酸素療法を行った症例などが考えられている。


